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42．工事用車両の運行に伴う地域社会への影響低減について（継続） 
 

前回の審査会では、運行ルートの分散による地域社会（交差点需要率）への影響低減に

ついて検討（下記、検討Ａ～検討Ｃ）を行い、予測評価について説明を行いました。今回

は、更に運行時間の分散（下記、検討Ｄ）を追加して、検討を行いました。 

 

(1) 影響を低減させるための検討内容 

準備書で想定した工事用車両の運行では、目黒交番前交差点に工事用車両が集中して

いたため、以下のとおり工事用車両の運行について分散の検討を行いました。 

なお、検討は平日で行いましたが、評価書では平日と休日の両方で再予測計算を行い、

その予測結果を掲載します。 

 

検討Ａ：運行ルートの検討 

対象事業実施区域北東側の八王子街道に面している所において、左折 in、左折

out が可能な工事用車両専用の出入口を設けます。 

検討Ｂ：運行ルートの検討 

西側方面への発生の小型車を、目黒交番前交差点を通過することを避けて旧海

軍道路へ分散します。なお、西側方面へは通勤用車両の走行しか想定していな

いため、本分散ルートを走行する工事用車両は、17 時台、18 時台となります。 

検討Ｃ：運行ルートの検討 

目黒交番前交差点は負荷をかけないように、海軍道路を南北に直進するルート

をメインとします。 

検討Ｄ：運行時間（退勤時間）の検討 

退勤車両は 17 時台の１時間と設定していましたが、この時間帯の交通量が最も

多い（17 時台が予測対象時間）ため、退勤車両を 17 時台と 18 時台に２等分し

ます。なお、通勤車両を２等分することで、交通量が最も多くなる時間帯（予測

対象時間）が、出勤時である７時台となる可能性がありますので、再予測計算は

７時台、17 時台、18 時台で行いました。 

 

検討Ａ～検討Ｃの工事用車両の運行ルートは図 42-1～4 に示すとおりです。 

図 42-1 は、通勤用の工事用車両が対象事業実施区域へ集中するルートです。対象時間

は７時台となります。 

図 42-2 は、運搬用の工事用車両が対象事業実施区域から外へ発生するルートです。対

象時間は、８時台～16 時台です。 

図 42-3 は、運搬用の工事用車両が対象事業実施区域へ集中するルートです。対象時間

は、８時台～16 時台です。 

図 42-4 は、通勤用の工事用車両が対象事業実施区域から外へ発生するルートです。対

象時間は 17 時台と 18 時台になります。  
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図 42-1 工事用車両（通勤車両）の運行ルート（集中） 

検討Ａによる
ルート 

検討Ｃによる
ルート 

集中 工事用車両（通勤）のルート 
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図 42-2 工事用車両（運搬車両）の運行ルート（発生） 

発生 工事用車両（運搬）のルート 

検討Ａによる
ルート 
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図 42-3 工事用車両（運搬車両）の運行ルート（集中） 

集中 工事用車両（運搬）のルート 

検討Ａによる
ルート 
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図 42-4 工事用車両（通勤車両）の運行ルート（発生） 

発生 工事用車両（通勤）のルート 

検討Ｂによる
ルート 

検討Ａによる
ルート 

検討Ｃによる
ルート 
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(2) 検討後の地域社会（交通混雑）の予測評価 

① 交差点需要率 

準備書に記載した予測に用いた工事用車両の台数と、検討後の工事用車両の台数を表

42-1 に示します。 

交差点需要率の予測対象時間は、予測する交差点へ流入する現況の交通量と工事用車

両の合計台数が最も多い時間とします。準備書の時は、地域社会１から地域社会４の全て

の交差点で 17 時台でしたが、今回は検討Ｄを行うことによって、地域社会１（目黒）は

７時台、地域社会４（滝沢）は 18 時台、地域社会４（瀬谷土橋公園入口）は７時台に予

測対象時間が変わりました。 

 

地域社会１から地域社会４までの交差点需要率の予測結果を表42-2に示します。なお、

前述のとおり、現況、準備書、ケース１の予測対象時間は 17 時台、ケース２の予測対象

時間は、各交差点への流入交通量が最も多くなる時間となっています。 

ケース２での各交差点の交差点需要率の予測結果は、地域社会１（目黒交差点）は 0.806

（７時台）、準備書及びケース１の時には限界需要率を超えていた地域社会２（目黒交番

前交差点）は 0.856（17 時台）、地域社会３（上川井 IC 交差点）は 0.715（17 時台）、地

域社会４（滝沢交差点）は 0.490（18 時台）、地域社会４（瀬谷土橋公園入口交差点）は

0.601（７時台）となり、いずれの交差点も限界需要率は超えませんでした。 
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表 42-1 準備書及び検討後の予測に用いた工事用車両の台数 

予測地点 
検討 

時間 

準備書※１ ケース１※２ ケース２※３ 

方向 
１時間あたり 

方向 
１時間あたり 

方向 
１時間あたり 

大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 

地域社会１ 

（目黒） 

７時台 

A→C 31 台 43 台 A→C 31 台 43 台 A→C 31 台 43 台 

B→C 31 台 43 台 B→C 31 台 43 台 B→C 31 台 43 台 

D→C 31 台 43 台 D→C 31 台 43 台 D→C 31 台 43 台 

17 時台 

C→A 31 台 43 台 C→A 31 台 43 台 C→A 16 台 22 台 

C→B 31 台 43 台 C→B 31 台 43 台 C→B 15 台 21 台 

C→D 31 台 43 台 C→D 31 台 43 台 C→D 16 台 22 台 

18 時台 

C→A  0 台  0 台 C→A  0 台  0 台 C→A 15 台 21 台 

C→B  0 台  0 台 C→B  0 台  0 台 C→B 16 台 22 台 

C→D  0 台  0 台 C→D  0 台  0 台 C→D 15 台 21 台 

地域社会２ 

（目黒交番前） 

７時台 

A→C 93 台 129 台 A→C 93 台 129 台 A→C 93 台 129 台 

B→C 93 台 129 台 B→C 93 台 129 台 B→C 93 台 129 台 

D→C 94 台 129 台 D→C  0 台  0 台 D→C  0 台  0 台 

17 時台 

C→A 93 台 129 台 C→A 93 台 129 台 C→A 47 台 65 台 

C→B 93 台 129 台 C→B 93 台  0 台 C→B 47 台  0 台 

C→D 94 台 129 台 C→D  0 台  0 台 C→D  0 台  0 台 

D→A  0 台  0 台 D→A  94 台  129 台 D→A 47 台 65 台 

18 時台 

C→A  0 台  0 台 C→A  0 台  0 台 C→A 46 台 64 台 

C→B  0 台  0 台 C→B  0 台  0 台 C→B 46 台  0 台 

C→D  0 台  0 台 C→D  0 台  0 台 C→D  0 台  0 台 

D→A  0 台  0 台 D→A  0 台  0 台 D→A 47 台 64 台 

地域社会３ 

（上川井 IC） 

７時台 

A→B 31 台 43 台 A→B 31 台 43 台 A→B 31 台 43 台 

C→B 32 台 43 台 C→B 32 台 43 台 C→B 32 台 43 台 

D→B 31 台 43 台 D→B 31 台 43 台 D→B 31 台 43 台 

17 時台 

B→A 31 台 43 台 B→A  0 台  0 台 B→A  0 台  0 台 

B→C 32 台 43 台 B→C  0 台  0 台 B→C  0 台  0 台 

B→D 31 台 43 台 B→D  0 台  0 台 B→D  0 台  0 台 

A→D  0 台  0 台 A→D 31 台 43 台 A→D 16 台 22 台 

18 時台 

B→A  0 台  0 台 B→A  0 台  0 台 B→A  0 台  0 台 

B→C  0 台  0 台 B→C  0 台  0 台 B→C  0 台  0 台 

B→D  0 台  0 台 B→D  0 台  0 台 B→D  0 台  0 台 

A→D  0 台  0 台 A→D  0 台  0 台 A→D 15 台 21 台 

地域社会４ 

（滝沢） 

７時台 A→B 93 台 129 台 A→B 93 台 129 台 A→B 93 台 129 台 

17 時台 
B→A 93 台 129 台 B→A 93 台 129 台 B→A 47 台 65 台 

B→C  0 台  0 台 B→C 63 台 86 台 B→C 31 台 43 台 

18 時台 
B→A  0 台  0 台 B→A  0 台  0 台 B→A 46 台 64 台 

B→C  0 台  0 台 B→C  0 台  0 台 B→C 32 台 43 台 

地域社会４ 

（瀬谷土橋公園 

入口） 

７時台 A→B 93 台 129 台 A→B 93 台 129 台 A→B 93 台 129 台 

17 時台 
B→A 93 台 129 台 B→A 156 台 215 台 B→A 78 台 108 台 

B→C  0 台  0 台 B→C 31 台 43 台 B→C 16 台 22 台 

18 時台 
B→A  0 台  0 台 B→A  0 台  0 台 B→A 78 台 107 台 

B→C  0 台  0 台 B→C  0 台  0 台 B→C 15 台 21 台 

注：１．検討時間の網掛けは、ケース２により、交差点への流入交通量が最も多くなる時間を示します。（＝予測対象時間） 

２．準備書、ケース１、ケース２の網掛けは、準備書の時と比べて工事用車両の台数が変わったことを示します。 

  ３．「方向」は、後掲図 42-5 と対応しています。 

※１：「準備書」は、準備書の時に設定した工事用車両の台数を示します。 

※２：「ケース１」は、前述の検討Ａ～検討Ｃを行い、予測計算に用いた台数を示します。 

※３：「ケース２」は、前述の検討Ａ～検討Ｄを行い、予測計算に用いた台数を示します。 
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表 42-2 準備書及び検討後の交差点需要率の予測結果 

交差点名 
交差点需要率（平日） 限界 

需要率 現況 準備書※１ ケース１※２ ケース２※３ 

地域社会１ 目黒 0.633 
0.686 

（17 時台） 

0.686 

（17 時台） 

0.806 

（７時台） 

0.889 

（17 時台） 

0.894 

（７時台） 

地域社会２ 目黒交番前 0.793 
1.114 

（17 時台） 

0.929 

（17 時台） 

0.856 

（17 時台） 

0.900 

（17 時台） 

地域社会３ 上川井 IC 0.680 
0.807 

（17 時台） 

0.763 

（17 時台） 

0.715 

（17 時台） 

0.847 

（17 時台） 

地域社会４ 

滝沢 0.457 
0.532 

（17 時台） 

0.532 

（17 時台） 

0.490 

（18 時台） 

0.904 

（17 時台） 

0.878 

（18 時台） 

瀬谷土橋 

公園入口 
0.502 

0.513 

（17 時台） 

0.591 

（17 時台） 

0.601 

（７時台） 

0.913 

（17 時台） 

0.909 

（７時台） 

注：１．網掛けは、限界需要率を上回ったことを示します。 
２．（ ）内の時間は、予測対象時間を示します。 

※１：「準備書」は、準備書に記載された交差点需要率を示します。 
※２：「ケース１」は、前述の検討Ａ～検討Ｃまでで予測計算を行った結果を示します。 
※３：「ケース２」は、前述の検討Ａ～検討Ｄまでで予測計算を行った結果を示します。 
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なお、地域社会１から地域社会４の交差点の中で、交差点需要率が最も大きい“目黒交

番前交差点”において、工事用車両が運行される７時から 18 時までの１時間ごとの交差

点需要率を予測計算したところ、表 42-3 に示すとおり、全ての時間で交差点需要率は限

界需要率よりも下回る値となりました。 

 

表 42-3 目黒交番前交差点における交差点需要率と限界需要率 

時間 交差点需要率※１ 限界需要率※２ 

７時台 0.813 0.900 

８時台 0.736 0.900 

９時台 0.752 0.900 

10 時台 0.772 0.900 

11 時台 0.734 0.900 

12 時台 0.696 0.900 

13 時台 0.735 0.892 

14 時台 0.737 0.892 

15 時台 0.693 0.892 

16 時台 0.770 0.900 

17 時台 0.856 0.900 

18 時台 0.796 0.900 

※１：交差点の混雑の程度を評価する指標です。対象の交差点の車線ごとに１時間で通せる最大交通量を計算

し、全部の車線での交通量を足し合わせた全体最大交通量を１とした時に、交差点に進入する交通量の

割合を言います。よって、１に近いほど交通量が多い交差点といえます。 

※２：対象の交差点が１時間に通せる全体最大交通量を１とした時に、捌ききれる最大の交通量の割合を言い

ます。信号交差点の場合、青信号から赤信号に切り替わる時に黄色信号や全赤信号があり、どの方向か

らも自動車が進入できない時間があるので１にはなりません。 

なお、限界需要率よりも交差点需要率の方が大きい数値になると、その時の交差点では捌け残りが発生

します。 
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② 車線の交通容量比 

準備書と分散後の車線の交通容量比を表 42-4 に示します。なお、車線の交通容量比を

予測計算した時間は、交差点需要率の時間と同じとしました。 

検討Ａから検討Ｄまでを行うことにより、車線の交通容量比は小さくなり改善がみら

れます。特に目黒交番前交差点の C 断面の右折車線は、準備書の時には 2.631 であった

のが検討Ａから検討Ｄを行うことによって 0.737 へと 1.0 を下回る改善が見られました。 

一方、地域社会１（目黒交差点）、地域社会２（目黒交番前交差点）では、一部の車線

において車線の交通容量比が 1.0 を上回る予測結果となりました。 

これらについては、準備書に記載した環境保全措置を実施することで、影響を低減して

いきます。 
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表 42-4(1) 準備書及び検討後の車線の交通容量比の予測結果 

交差点名 断面※１ 
流入車
線構成 

車線の交通容量比（平日） 

現況 準備書※２ ケース１※３ ケース２※４ 

地域社会１ 目黒 

A 

左折･ 
直進 

0.889 
0.889 

（17 時台） 
0.889 

（17 時台） 
1.111 

（７時台） 

右折 0.245 
0.343 

（17 時台） 
0.343 

（17 時台） 
0.335 

（７時台） 

B 

左折･ 
直進 

0.533 
0.533 

（17 時台） 
0.533 

（17 時台） 
0.540 

（7 時台） 

右折 0.766 
0.766 

（17 時台） 
0.766 

（17 時台） 
1.013 

（７時台） 

C 

左折 0.773 
0.952 

（17 時台） 
0.952 

（17 時台） 
0.783 

（７時台） 

直進 0.855 
1.017 

（17 時台） 
1.017 

（17 時台） 
0.950 

（７時台） 

右折 0.257 
0.460 

（17 時台） 
0.460 

（17 時台） 
0.375 

（７時台） 

D 

左折･ 
直進 

0.495 
0.495 

（17 時台） 
0.495 

（17 時台） 
0.675 

（７時台） 

右折 0.701 
0.701 

（17 時台） 
0.701 

（17 時台） 
0.547 

（７時台） 

地域社会２ 
目黒 
交番前 

A 

左折･ 
直進 

0.603 
0.603 

（17 時台） 
0.603 

（17 時台） 
0.603 

（17 時台） 

直進 0.603 
0.603 

（17 時台） 
0.603 

（17 時台） 
0.603 

（17 時台） 

右折 1.116 
1.116 

（17 時台） 
1.116 

（17 時台） 
1.116 

（17 時台） 

B 

左折 0.279 
0.279 

（17 時台） 
0.279 

（17 時台） 
0.279 

（17 時台） 

直進 0.815 
0.815 

（17 時台） 
0.815 

（17 時台） 
0.815 

（17 時台） 

右折 0.287 
0.287 

（17 時台） 
0.287 

（17 時台） 
0.287 

（17 時台） 

C 

左折･ 
直進 

0.524 
1.735 

（17 時台） 
1.427 

（17 時台） 
0.981 

（17 時台） 

直進 0.524 
1.735 

（17 時台） 
1.427 

（17 時台） 
0.981 

（17 時台） 

右折 0.737 
2.631 

（17 時台） 
0.737 

（17 時台） 
0.737 

（17 時台） 

D 

左折･ 
直進 

0.984 
0.984 

（17 時台） 
0.984 

（17 時台） 
0.984 

（17 時台） 

右折 0.031 
0.031 

（17 時台） 
0.759 

（17 時台） 
0.396 

（17 時台） 

注：１．網掛けは、交通容量比が 1.0 を上回ったことを示します。 
  ２．（ ）内の時間は、予測対象時間を示します。 
※１：「断面」は、図 42-5 と対応しています。 
※２：「準備書」は、準備書に記載された交通容量比を示します。 
※３：「ケース１」は、前述の検討Ａ～検討Ｃを行い、予測計算を行った結果を示します。 
※４：「ケース２」は、前述の検討Ａ～検討Ｄを行い、予測計算を行った結果を示します。 
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表 42-4(2) 準備書及び検討後の車線の交通容量比の予測結果 

交差点名 断面※１ 
流入車
線構成 

車線の交通容量比（平日） 

現況 準備書※２ ケース１※３ ケース２※４ 

地域社会３ 上川井 IC 

A 
左折･ 
右折 

0.748 
0.748 

（17 時台） 
1.154 

（17 時台） 
0.959 

（17 時台） 

B 
直進 0.865 

1.122 
（17 時台） 

0.865 
（17 時台） 

0.865 
（17 時台） 

右折 0.786 
0.932 

（17 時台） 
0.819 

（17 時台） 
0.786 

（17 時台） 

C 右折 0.609 
0.609 

（17 時台） 
0.609 

（17 時台） 
0.609 

（17 時台） 

D 
直進 0.626 

0.626 
（17 時台） 

0.626 
（17 時台） 

0.626 
（17 時台） 

右折 0.319 
0.319 

（17 時台） 
0.319 

（17 時台） 
0.319 

（17 時台） 

地域社会４ 

滝沢 

A 

左折･ 
直進 

0.453 
0.453 

（17 時台） 
0.453 

（17 時台） 
0.506 

（18 時台） 

直進 0.453 
0.453 

（17 時台） 
0.453 

（17 時台） 
0.506 

（18 時台） 

B 
直進 0.403 

0.559 
（17 時台） 

0.559 
（17 時台） 

0.498 
（18 時台） 

右折 0.056 
0.056 

（17 時台） 
0.378 

（17 時台） 
0.213 

（18 時台） 

C 

左折･ 
右折 

0.639 
0.639 

（17 時台） 
0.639 

（17 時台） 
0.632 

（18 時台） 

右折 0.631 
0.631 

（17 時台） 
0.631 

（17 時台） 
0.652 

（18 時台） 

瀬谷土橋 
公園入口 

A 

左折･ 
直進 

0.636 
0.636 

（17 時台） 
0.636 

（17 時台） 
0.724 

（７時台） 

直進 0.636 
0.636 

（17 時台） 
0.636 

（17 時台） 
0.724 

（７時台） 

B 
直進 0.300 

0.490 
（17 時台） 

0.618 
（17 時台） 

0.357 
（７時台） 

右折 0.389 
0.389 

（17 時台） 
1.008 

（17 時台） 
0.599 

（７時台） 

C 
左折 0.274 

0.274 
（17 時台） 

0.274 
（17 時台） 

0.176 
（７時台） 

右折 0.568 
0.568 

（17 時台） 
0.568 

（17 時台） 
0.691 

（７時台） 

注：１．網掛けは、交通容量比が 1.0 を上回ったことを示します。 
  ２．（ ）内の時間は、予測対象時間を示します。 
※１：「断面」は、図 42-5 と対応しています。 
※２：「準備書」は、準備書に記載された交通容量比を示します。 
※３：「ケース１」は、前述の検討Ａ～検討Ｃを行い、予測計算を行った結果を示します。 
※４：「ケース２」は、前述の検討Ａ～検討Ｄを行い、予測計算を行った結果を示します。 
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図 42-5 交差点の断面の位置  

地域社会１（目黒） 地域社会２(目黒交番前交差点) 

  

地域社会３（上川井IC） 地域社会４（滝沢） 

  

地域社会４（瀬谷土橋公園入口） 
 

※赤色で示した断面は、ケース２において 
車線の交通容量比が1.0を超える車線を 
含む断面です。 
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(3) モニタリングについて 

第３回審査会（８月 31 日開催）にて補足資料 26 にて説明させていただいたように、工

事用車両に係る交通混雑の予測を行った４交差点（図 42-1～図 42-4 の地域社会１～地域

社会４）において、車両の運行台数がピークとなる時期（平日及び土曜日）に調査を行う

ことにより、モニタリングを行います。併せて、工事用車両、一般車両の車種別台数につ

いても調査を行います。また、渋滞等の状況についてもその有無や滞留長、渋滞長につい

て観測します。 
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43．地点№７における将来交通量の内訳について 
 

対象事業実施区域南東側の瀬谷地内線上の No.７の断面における将来交通量の内訳に

ついて、「①観光・賑わい地区」、「②物流地区」、「③公益的施設用地（公園・防災等用地）」

の開発事業と開発事業にはよらない「④一般」の４種類に分けたものを、表 43-1、図 43-

1 に示します。 

昼間、夜間とは、騒音の環境基準の時間帯に合わせて、昼間は６時から 22 時まで、夜

間は 22 時から翌朝６時までとしています。 

昼間、夜間の北行き、南行きともに「④一般」の交通量が多くを占めているため、「④

一般」のみが走行した場合の騒音を予測した結果、昼間は、西側 64.5dB、東側 64.1dB、

夜間は、西側 56.8dB、東側 57.0dB となり、いずれも環境基準（昼間 60dB 以下、夜間 55dB

以下）を超える予測結果となりました。（表 43-2 参照） 

一般の走行車による影響については、本区画整理事業に関係する影響ではありますが、

本区画整理事業では対応が困難なところもありますので、横浜市として対応していきま

す。今回の予測結果については、関係部局に引き継いでいくとともに、供用時におけるモ

ニタリングの実施を検討していきます。 

なお、区画整理事業の事業者としては、開発事業者に対して、「公共交通機関の利用促

進」、「車両の効率的な利用促進」を促し、騒音の低減に努めていきます。 

 

 

表 43-1(1) No.7 を通過する自動車交通量（昼間） 

内訳 
北行き（台） 南行き（台） 

小型車 大型車 小型車 大型車 

①観光・賑わい地区 143 0 372 0 

②物流地区 253 170 31 0 

③公益的施設用地 408 0 0 0 

④一般 3,303 543 2,788 516 

合 計 4,107 713 3,191 516 

 

表 43-1(2) No.7 を通過する自動車交通量（夜間） 

内訳 
北行き（台） 南行き（台） 

小型車 大型車 小型車 大型車 

①観光・賑わい地区 7 0 80 0 

②物流地区 10 20 4 0 

③公益的施設用地 0 0 0 0 

④一般 205 17 221 28 

合 計 222 37 305 28 
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図 43-1(1) No.7 を通過する自動車交通量（昼間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43-1(2) No.7 を通過する自動車交通量（夜間） 

 

 

 

表 43-2 No.7 における予測結果と環境基準 

単位：dB 

予測 

時間帯 
方 向 

予測結果 環境基準 

将来交通量※１ ④一般※２ 環境基準 地域累計 

昼 間 
西 側 65.4（×） 64.5（×） 

60 以下 

Ａ（道路） 
東 側 64.7（×） 64.1（×） 

夜 間 
西 側 58.1（×） 56.8（×） 

55 以下 
東 側 58.0（×） 57.0（×） 

注：×印は、環境基準を上回ることを示します。 
※１：開発事業（前述①～③）と一般（前述④）の合計台数による予測結果で、準備書

に記載した数値です。 
※２：一般（前述④）の車両だけによる予測結果です。 
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44．瀬谷地内線における交差点需要率について（継続） 
 

  前回の審査会で提示した地域社会８、９の交差点需要率及び方向別交通量の表につい

て、方向の表記方法が統一されていなかったため、下記の通り統一しました。 

  

図 44-1 新設される２つの交差点の位置 
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表 44-1(1) 地域社会８の交差点需要率（平日：８時台） 
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表 44-1(2) 地域社会８の交差点需要率（休日：８時台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ａ Ａ 

Ｂ Ｂ 

Ｃ Ｃ 



20 
 

表 44-1(3) 地域社会９の交差点需要率（平日：７時台） 
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表 44-1(4) 地域社会９の交差点需要率（休日：16 時台） 
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表 44-2(1) 地域社会８の方向別交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 44-2(2) 地域社会８の大型車混入率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



23 
 

表 44-2(3) 地域社会９の方向別交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 44-2(4) 地域社会９の大型車混入率 
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45．防衛省による土壌汚染調査結果について  
 

防衛省が、土壌汚染対策法のガイドラインの実施方法（深度方向 0～0.5ｍ）に基づいて

実施した概況調査及び詳細調査の結果、国有地において指定基準値超過が確認された区画

を準備書では 56 区画としていました。 

今回、国有地の一部にあたるウド室の撤去工事に伴い、土地の形質変更が一定規模以上

となることにより、横浜市から国に対し、土壌汚染対策法に基づく土壌汚染調査が命じら

れました。この命令に伴い、防衛省が実施した調査結果に基づき、深度方向 0.5ｍ～1.0ｍ

において基準値調査が確認された 10 区画について詳細調査が完了した旨、防衛省から情

報提供がされたため、これを踏まえ、準備書の該当箇所を（３）に記載のとおり、更新し

ます。 

また、準備書で「旧地盤」と記載していたものについて、一部、深さに誤りがありまし

たので、併せて修正させていただきます。（太字、下線部分を更新） 

   

なお、汚染土壌の掘削除去を行う際の対応については、７月 27 日審査会での補足資料

10 のとおりとし、汚染土壌の掘削除去に際しての河川水質対策は、８月 31 日審査会での

補足資料 20 に示したとおりとします。 

また、今回追加された 10 区画についても、他の区画と同様に、汚染土壌が確認された

範囲は地表面付近であり、洪積砂礫層内に分布すると推定される GL-15ｍ以下の帯水層に

は影響が及ぶことはないと考えています。 

  従って、掘削除去後の地下水の水質の影響については、９月 30 日審査会の補足資料

41「⑤地下水の水質」に示すモニタリングを実施することとします。なお、採水は、鉛

等の比重の特性を踏まえて、複数の深度の帯水層で行います。 

 

（１）防衛省による調査結果 

鉛及びその化合物（土壌溶出量）：１区画にて基準値超過（深度方向 0.5m～1.0m） 

ふっ素及びその化合物（土壌溶出量）：９区画にて基準値超過（深度方向 0.5m～1.0m） 

※地下水が確認された調査区画については地下水の分析を実施し、いずれも基準に適合 

 

（２）土壌汚染対策法に基づく形質変更時要届出区域への指定 

   指定年月日：令和３年９月 24 日 

   所在地：瀬谷区瀬谷町 7745 番の一部（ウド室部分） 

   面積：834.56 ㎡ 

   詳細は、下記の形質変更時要届出区域台帳の通りです。 

  



25 
 

（形質変更要届出区域台帳より） 
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（形質変更要届出区域台帳より） 
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（形質変更要届出区域台帳より） 
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（形質変更要届出区域台帳より） 
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（３）準備書の更新箇所について 

9.9 土壌汚染 

9.9.1 調査結果の概要 

調査結果 

  ② 土壌汚染の状況 

文献その他の資料調査 

   c．調査結果（国有地） 

（a）特定有害物質 

返還国有地約 110ha のうち、土壌汚染対策法に基づく指定基準値超過が確認された計 66 調査区

画で詳細調査が行われており、その結果の概要は表 9.9-2 及び図 9.9-3 に示すとおりです。 

 

表 9.9-2 防衛省における土壌汚染調査結果の概要（国有地） 

項目 

物質 
指定基準 

超過区画数 

最大 

検出値 

指定 

基準値 
深度方向の指定基準超過状況 

鉛及びその化合物 

（土壌溶出量、mg/L） 
22 0.069 0.01 

㋐深度方向 0～0.5m のみ 20 調査区画 

㋑深度方向 0～0.5m 及び 8m、9m にて１調査区画 

㋒深度方向 0.5～1m のみ 1 調査区画 

（㋐㋑㋒の合計 22 調査区画） 

鉛及びその化合物 

（土壌含有量、mg/kg） 
36 1,600 150 

㋓深度方向 0～0.5m のみ 29 調査区画 

㋔深度方向 0～0.5m 及び旧地盤（GL-0.85～GL-

1.35m）にて１調査区画 

㋕深度方向 0～0.5m 及び１m にて１調査区画 

㋖深度方向 0～0.5m 及び 0.5～１m にて１調査区画 

㋗旧地盤（GL-2.0～GL-2.5m）のみ２調査区画 

㋘旧地盤（GL-2.0～GL-2.5m）及び深度方向２mに

て１調査区画 

㋙旧地盤（GL-2.0～GL-2.5m）及び深度方向１m、２

mにて１調査区画 

（㋓から㋙の合計 36 調査区画） 

ひ素及びその化合物 

（土壌溶出量、mg/L、） 
１ 0.017 0.01 深度方向 0～0.5m にて１調査区画 

ふっ素及びその化合物 

（土壌溶出量、mg/L） 
10 1.4 0.8 

㋚深度方向 0～0.5m にて１調査区画 

㋛深度方向 0.5～1m にて９調査区画 

（㋚㋛の合計 10 調査区画） 

注：１．鉛については、⼟壌溶出量、⼟壌含有量のいずれも基準不適合になった区画が３箇所あったため、指定基準調査区画
数の合計が 66 調査区画になりません。 

注：２．第⼆溶出量基準値（いずれも⼟壌溶出量として、鉛及びその化合物（0.3mg/L 以下）、ひ素及びその化合物（0.3mg/L
以下）、ふっ素及びその化合物（24mg/L 以下））を超える値は検出されていません。 

注：３．上記、⼟壌溶出量基準不適合区画のうち、地下⽔が確認された調査区画について、以下に⽰す要領にて採取し、平成
15 年３⽉６⽇環境省告⽰第 17 号に準拠して、地下⽔の分析を実施した結果、いずれも基準に適合していました。（全
ての調査地点において定量下限値未満で検出されていません。） 

 
   

  
【地下⽔採取⽅法】 
機械ボーリング（φ86mm）完了後に、孔内に簡易観測井⼾を設置 
簡易観測井⼾の構造は、各観測地点のボーリング時の⼟質及び孔内⽔位等により決定 
地下⽔採取は、掘削底⾯と地下⽔位の中間⽔位にて採取 
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図 9.9-3 国有地における土壌汚染調査区画及び基準超過区画の位置 

※赤で囲った部分が更新した箇所になります。 
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図 9.9-3 国有地における土壌汚染調査区画及び基準超過区画の位置 

9.9.2 予測及び評価の結果 
（１）予測 
  ⑤ 予測結果 

予測結果 

 

鉛（土壌溶出量）基準超過地点 

鉛（土壌含有量）基準超過地点 

鉛（土壌溶出量・含有量）基準超過地点 

ひ素（土壌溶出量）基準超過地点 

ふっ素（土壌溶出量）基準超過地点 

注：〇は、汚染⼟壌が確認された区画の概略位置を⾒やすさの
観点から、強調して⽰すものです。また、図中にコメント
を付した 15 区画以外は、地表から 0.5m までの深さのみ
での確認です。 

深度８m、９m の位置で
鉛（⼟壌溶出量）の基準
を超過している地点 

深度１m、２m の位置
で鉛（⼟壌含有量）の基
準を超過している地点 

深度１m の位置で鉛
（⼟壌含有量）の基準
を超過している地点 

深度２m の位置で鉛（⼟
壌含有量）の基準を超過
している地点 

深度 0.5〜１m にて、鉛（⼟
壌溶出量）１区画及びふっ
素（⼟壌溶出量）８区画で基
準を超過 
（形質変更時要届出区域） 

深度 0.5〜１m にて、ふ
っ素（⼟壌溶出量）１区
画で基準を超過 

※黄で記載した部分が更新した箇所になります。 

深度 0.5〜１m にて、鉛（⼟壌含
有量）１区画で基準を超過 
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掘削除去を行う場合に場外搬出される土量については、仮に現時点で防衛省の調査により確認さ

れている表層及び深度方向２m までの範囲における汚染土壌を全量場外搬出するものと想定（既に

国により除去されている民有地の鉛による汚染確認区画（２区画）は除きます。）して、以下のよう

に算出しました。なお、算出にあたっては、対象事業実施区域の南東部において深さ８m、９mの位

置で鉛（土壌溶出量）の基準を超過している地点については、公益的施設用地で、土地の改変が最

小限に抑えられるため、この深度付近に至る土地の改変が想定されず、かつ、現状で地下水汚染も

みられないことから、掘削除去による措置は行わない計画としました。 
 

【掘削除去の対象となる区画数】 

・表層 0.5m まで（国有地）の汚染…１mまで掘削 

国有地 49 区画（鉛 47 区画（前掲表 9.9-2（P.9.9-6）㋐㋑㋓の合計－３）、ひ素１区画、ふっ素

１区画、土壌溶出量、土壌含有量のいずれも指定基準値を超過する３区画は、各区画とも表層

0.5m までにおける超過であるため、３を減じています。） 

   ・表層 0.5～1m での汚染…２mまで掘削 

   国有地 11 区画（鉛 2 区画（前掲表 9.9-2（P.9.9-6）㋒㋖）、ふっ素９区画（同㋛）） 

民有地 19 区画（ふっ素 19 区画） 

・表層 １mまで又は旧地盤（GL-0.85～GL-1.35m）での汚染…２mまで掘削 

国有地 2 区画（鉛 2 区画）（前掲表 9.9-2（P.9.9-6）㋔㋕の合計） 

民有地では該当区画はありません。 

・表層 ２mまで又は旧地盤（GL-2.0～GL-2.5m）での汚染…３mまで掘削 

国有地４区画（鉛４区画（前掲表 9.9-2（P.9.9-6）㋗㋘㋙の合計））、 

民有地１区画（ふっ素１区画） 

※１mでは汚染が見られず２mのみで汚染が確認された区画を含みます。 
 

【掘削除去により生じる汚染土壌の量】 

汚染土壌場外搬出量＝10m×10m×（（49＋0）×1m＋(19+11)×2m＋(2＋0)×2m＋(4＋1)×3m） 

＝12800m3 

ほぐした土量に換算するための変化率 L は、「施工パッケージ型積算基準（令和２年度４月適用

分）」（国土交通省）により、対象事業実施区域の表層地質は武蔵野ローム層が主体であることから

1.25 とすると、ほぐした状態での土量は以下のようになります。 

 汚染土壌のほぐした状態の土量＝12800×1.25＝16000m3 

これを、前掲表 2.3-5（P.2-16）に示す土工事の期間に施工エリアごとに段階的に場外搬出する

ことになりますが、着工後の１年間（実稼働日数 300 日）で集中的

に搬出するものとして、１日当たりの汚染土壌掘削土砂搬出に係る

台数は以下のようになり、１日当たり９台の発生（発生集中交通量

としては、18 台･TE／日程度）となります。 

 １日当たり場外搬出車両台数＝汚染土壌の量／１台当たりの

積載量／実稼働日数 

 ＝16000（m3）／６（m3／台）／300（日）＝9.0（台／日） 
 
備考：１台当たりの積載量は容積約 1.5m3のフレキシブルコンテナ※を

４袋積載と想定しました。 

 

※：フレキシブルコンテナの例 


